
特定労務管理対象機関指定審査表（１） 

B水準：特定地域医療提供機関（山口県立総合医療センター） 

Ｂ水準…地域医療提供体制の確保の観点から、必要とされる機能を果たすために、自院

において、時間外・休日労働時間が年 960 時間を超える場合に設けられた水準 

 

項目 指定要件 
確認内容 

【確認方法】 

審査 

結果 

１ 三次救急医療機関 該当 適 

公共性と不確実性が

強く働くもとのとし

て、県知事が地域医療

提供体制の確保のた

めに必要と認める医

療機関 

以下の医療機能より必要 

①周産期医療 

・総合周産期母子医療センター 

②小児医療 

・小児救急医療拠点病院 

③へき地医療 

・へき地医療拠点病院 

④災害医療 

・基幹災害拠点病院（県内唯一） 

⑤感染医療 

・第一種感染症指定医療機関（県内唯一） 

 

【理由書】 

適 

２ 年 960 時間を超える

時間外・休日労働に関

する上限時間の定め

をすることがやむを

得ない業務が存在 

・上記１のとおり 

適 

３ ①当該病院勤務医師

その他関係者の意見

を聴いて作成された

労働時間短縮計画 

②以下全てが記載 

(1)労働時間の状況、

労務及び健康管理 

(2)労働時間短縮目標

及び具体の取組 

①医師を含む関係者が参加する合議体で議論を行

い、医師労働時間短縮計画を作成 

 

②労働時間短縮計画は、国のガイドラインに示さ

れたひな形をもとに作成され、全項目を記載 

 

【評価結果通知書】 

適 

４ 面接指導及び休息時

間確保体制 

・医師に対する面接指導マニュアルを作成し、実施

体制を整備 

・勤怠管理システムの導入により勤務時間を把握

し、勤務間インターバル、代償休息に関するルー

ルを定め、追加的健康確保措置の体制を整備 

 

【評価結果通知書】 

適 

資料３－２ 



５ 労働法制にかかる違

反の有無 

・違反無 

 

【誓約書】 

適 

６ ①水準適用による地

域医療の提供体制の

構築方針（医療計画

等）の整合性 

②地域の医療提供体

制全体として医師の

長時間労働を前提と

せざるを得ないこと 

・当該医療機関は、複数の診療科にわたる重篤な救

急患者を受け入れる「救命救急センター」や、専

門的な医療を必要とするハイリスク妊婦や新生

児に対応する「総合周産期母子医療センター」な

ど、他の医療機関では対応困難な高度医療を 24

時間 365日体制で提供している。 

 

・当該医療機関の医師は、県民により質の高い医療

を継続的に提供しており、今後も、地域の医療提

供体制を維持していくためには、医師の長時間

労働を前提とせざるを得ない。 

 

(適) 

 

 


